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越後街道探索（その4・諏訪峠　編）

川島隆義１）・鈴木幸治２）・栢森宇一郎３）・嶌田博之４）*

　我々がたどったこれまでの旧越後街道は、ほぼ国道49号線に沿っていた。今回の探索は、

津川から新発田まで国道49号線を離れて諏訪峠を越え北へ行くことになる。

　現在の国道49号線は津川から三河まで、峻険な阿賀野川峡谷の右岸をJR磐越西線と併走

している。この峡谷沿いの国道は明治になって新しく開削されたものである。我々の探索

は旧街道が目的であるが、諏訪峠に進む前にこの国道について、その成り立ちと経緯につ

いても興味が持たれた。

　　　　灘灘灘災1灘畿！l鶏欝羅

　　　　　　　図一］　越後街道津川ロの変遷（国土地理院1／25、000に加筆）

1）三方道路の開削

　津川から阿賀野川沿いの国道49号線は現在の地図でも「会津街道」とか「越後街道」と

記されている。このうち津川～揚川間は明治15年6月から17年10月まで2年を費やして、

　　　　　　　　　　　　みちつね当時の福島県令である三島通庸Dが三方道路として強行に施工した。強行とは穏やかでな

い。このことは後に問題となったのだが、．三島の命により地元民が狩り出され、阿賀野川

の峻険な河岸を開削して造ったものである。

　三方道路とは、会津若松から南の田島・今市方面（白川街道）と、西の津川・新潟方面

（越後街道）、および北の米沢方面（米沢街道）への三方へ向かう道路の総称である。明治

維新が終わって三島県令が着任すると、直ちに三方道路の開削を指示した。会津六郡2）の

郡長を招集し、会津六郡連合会を作らせた。六郡に居住する16歳以上65歳までの男女は貧

富にかかわらず、2年間毎月1日は労役に服さなければならないとし、しかも、無償で

あって役務に出ない者は1日の代夫賃として、男は15銭、女は10銭を出させた。代夫賃未

右1）街道探索隊2）新潟大学災害復興科学センター3）㈱旭調査設計4）㈱三菱マテリアル
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納者には財産を差し押さえ、公売処分にするという厳しいものであった。当時、河野広中

，、を中心とする「自由民権運動」・・カ・盛んに盛り上がっていた・ともあ・て・この過酷

な労働と厳しい代夫賃の取り立てが、喜多方事件5）や、福島事件6）へと発展した。この

ようにして三方道路。の工事は強引｝・進められた・これらの事件は福島で起こった舳民

権運動の発端になったと云えられている。

一詞

薗二室「三芳道路開削によって隠道が穿たれた本尊岩

・東蒲原郡蜑T獺鐸霧1男謬望ムノ図」

　東蒲原郡の主要な街道である会津（越後）街道は、諏訪峠を越える狭く、険しい山道で

あった。本尊岩のの北側を越えて五泉方面に出る道もあったが（図一1参照）、諏訪峠越

えよりさらに険しく、あまり利用されていなかった。三方道路の開削によって郡内（東蒲

原郡）の変化は野村を通過しなくなり、天満と花立集落を直接結んだこと、本尊岩にトン

ネルが開通し、従来の曲がりくねった道路がほぼ直線になり、郡内で自動車が用いられる

ようになったのはこの時期からという。

　新潟における三方道路は、国道49号線の基になった道路である。現在、本尊岩を過ぎて

小花地向い付近はJR磐越西線により寸断されたり、国道49号線に拡張されたりしているが、

一部三方道路の痕跡を残している箇所も見られる。

　図一2は三方道路開削によって本尊岩に随道が穿たれた時のスケッチである。写真と共

に画家に描かせた、いわば工事写真に代わるものである。図の説明にある「赤川」とある

のは画家が東京の人で薗蟹済を掠苅と聞き間違えたものであろう。図の本尊岩は左に黒く

尖った所であるが、平成8年以降の落石防止工事で切り取られ現在は残されていない。

　当時の写真は高価であり、画家に画を描かせた方が安上がりだったためだろうか、越後

街道の主要な箇所毎に記録画が残されている。
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　　かどしま
2）　角島の追分け道標

　津川駅の下流、角島集落西詰めにあるJR磐越西線のガードをくぐるとすぐに水田の中に

小高い丘と杉の木立が目に入る。この丘は周囲30m程で、幾つかの石碑が置かれている。

ここには馬頭観音や湯殿山の石塔、地蔵尊と共に、かつての越後街道の道標がある。この

石碑群はもともと周辺に散在していたものであるが、耕地整理や道路改良でこの場所に集

められ保存されている。

　津川町教育委員会が建てた案内板には次のように書かれている。

　　　　　の旧頃れ年ζ街を麓7ζ五道経h若こ

　　　　　ても　のさ保　る上の・　　街をま

．　　　　　　　　　　　　”．．嚇r一一一⌒二べ・

一一一‘∨’＝「”° @　　　　　　　　’⌒’　～ぺ　　　　・つ

　　図一3　会津街道（越後街道）の道標がある丘の　　　写真一1　角島の追分け道標

　　　　　　　スケッチ（中央の杉木立）

　道標｝ま凝灰岩の四角柱で高さ60cm，径19cmである。軟らかい石に刻まれているため文

字はやや風化し、読みにくいが、案内版にあるように、右という文字と左の文字は明瞭に

読みとることが出来る。（右の写真）

　図一3は角島集落西詰めで磐越西線のガードをくぐると目に入る光景である。

　平成17年7月13日梅雨明けの暑いBに我々4人はここを出発点として諏訪峠に向かった。

スケッチの丘陵左方向が諏訪峠である。4輪駆動の軽自動車を持っていたので、行けると

ころまで進むつもりで道標を信じ、杉木立の左脇を進んだが、林道にはいってしまった。

どうやら街道はこの道ではないようで、やむなく磐越西線のガード手前まで引き返して清

川温泉へ行く道から諏訪峠の登り口を見つけることにした。
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3）諏訪峠への道
　清川温泉の建物は丘陵中腹にある。かつて三河から津川まで歩いた時、帰りに汗を流し

た所である。温泉は無色透明で泉質などの能書きは忘れたが、凝灰岩地帯を掘削した温泉

であるため、肌がベントナイト特有のツルツル状態になる。この建物の下に諏訪峠への登

り口があった（写真一2）。

　登り口には津川町教育委員会が立てた道標と説明版がある。道標には「旧会津街道」と

書かれている。会津の気多宮の道標には越後街道と書かれていた。新潟から会津に向かう

時は会津街道であり、福島から新潟へ向かうときは越後街道と言うように行き先で（地域

で）街道の呼び方が変わる。説明版には「史跡若松街道」とも書かれている。さらに、一

里塚が残されていること、津川町角島から三川村行地に至る7kmの諏訪峠越えの山道で

あること、往時は参勤交代や人馬往来で賑わっていたこと、地元では「殿様街道」といわ

れていることなどが書かれている。
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写真一2　諏訪峠越えの越後街道登り口

　この諏訪峠越えの道は難所である。修復された石畳が残されている。石畳は一抱えもあ

る石で階段状に組まれた所もある。急坂なため人が歩くには階段が安全である。
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図一4　越後街道絵図（津川～柳新田～諏訪峠～行地～新谷～綱木）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いくち　図一4に江戸末期に描かれた街道絵図を示す。絵図には諏訪峠の前後に柳新田と行地の

一里塚（黒丸）が描かれている。諏訪峠には「すハ峠冬雪中ハ大なん所の山也」とある。

　現在諏訪峠の頂部には電力会社の中継基地があり、峠までは管理道路として拡幅・舗装

された道が出来ている。石畳の道は全長4kmあるが、この新道で5ヶ所に分断された。

分断された街道にはそれぞれに番号と保存距離が記された標注が建っていて新道に出たり

入ったりしても歩く者が迷うことはない。やがて旧道は柳新田集落に達する。ここから先

は峠を越えて行地まで集落はない。

旧髄ま綱甲嘩家・庭先で消滅す…の柳細には「柳細の桂」という樹綱゜

年の津川町指定文化財の巨木がある。下見に来たとき集落の畑の中に標注があって、それ

には「是より700m」とあったので集落を左（北）に折れて一人で細道を登って行った。

てっきり旧街道と思っていたのだが、道は険しく、雨による侵食で道は段差が出来、．V字

に掘れて歩きにくい。30分ほどして桂にたどり着いた。緩い斜面の上に二股に分かれた巨木

があった。樹高は30m余り、目通りの太さは3mを越えている。周辺から湧水があり湿地

化している。桂の生育に合った環境とのことである。

　山道はここで途切れる。この道も「会津街道筋」とされるが現在は瀧木で行く先を阻ま

れ、桂の大木から先へ進むことが出来ない。昔は諏訪峠への近道であったようである。・隊

員に桂の大木まで行くか否か問いかけたが、暑さで少しばてているせいか返事が無かった。

　車で舗装路を行くことにした。柳新田から500m程進むと左に折れる道がある。直進する

と林道になる。注意しないと直進して林道を行くことになる。下見の時、直進してしまっ

た。林道は石ころだらけの山の中腹をうねうねと続き、それでもなんとか行地の集落に到

達した。あとで気がついたのだが新車のオイルパンが割れていた。7万円を山道に捨てて

きた事になった。現在、この林道は土砂崩壊のため通行出来ない。

　我々の軽四駆は林道との分岐点を左に入りあえぎながら諏訪峠の頂きをめざして登った。

途中に一里塚があった。

ピ：．三こ1∵襲1ニー三1’　i・．㌧．．：二L二才二…

　　　写真一2　諏訪峠越えの越後街道登り口
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　一里塚は一対残されている。写真一3は街道の上方からみたところで、二つのこぶの中

央が旧街道である。右の白地は電力会社の管理道路、車は

塚の後ろを回って登。てきた．現在一里劇ま新潟県では八　　　酬τ鴨

つしか確認されていない。この一里塚は形が良く残ってい

る。寛文七年（1667）に会津藩では領内に一里塚を築い

たのでそのころのものといわれている。

　舗装はとぎれとぎれになるが、10分程で峠の頂部に到達

する。昔の茶屋跡が今は休憩小屋になっている。先の大

風で杉の大木が倒れ、休憩小屋を直撃した。杉の木は取り

除いたが屋根が破損している。危険なので中に入らず・飯　写真一4　峠頂部で弁当を食す

豊山系の見える東側で昼食を摂った。峠の頂部は車が自由

に駐車できる程の広場になっている。

　仕事の関係で野山に良く出るが昼食も最近はコンビニ弁当か食堂に入ることが多い。今

日は天気も良く久し振りに持参の弁当を野外で食した。

4）峠の吉田松陰

諏訪峠の頂きに吉田松陰の詩碑が建っていた。詩文は漢詩で次のよう．に記されている。

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　可　天　高　雲　空　欲　凌　不　訪雪

・雪奥辛有有｛色掲パハ吾
・隠野著時時棲難●　竺　ぱ
・　幾越　乃　θ　憧　而　挿福　福　北
・　丈　山　極　脚　風．登話島　島　越

・　不連最射掠腰高吾極法
〆、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　側　白　庭肇起折　雲擢峰時

ぽ議ピエ．ユ藤鴛肥後。士宮部。。ぞ，購。あ。．。の人

　　　　写真一5　吉田松陰の詩碑　　　　　　は後に新撰組の近藤　勇と白刃を交えた

　人物である。彼らは江戸から出発して水戸を通り、会津、新潟、相川、そして日本海側

を北上して弘前、竜飛岬でUターンして盛岡、仙台、会津から日光街道を通って江戸まで

140日、1日10里（約40km）を歩いた。道端で小用を足したあと、そのロスを取り戻すた

め駆け足をしたという。当時、藩外へ出るときは藩の許可が必要であった。しかし、無断

で旅に出たため帰ってから罰せられている。

　松蔭は文筆に秀でていた。この旅で「東北遊日記」を書いている。後に勃発した戊辰戦

争で、薩長軍の参謀である山縣有朋は会津を攻めるとき、「東北遊日記」を熟読してから海

路新潟の太夫浜へ上陸し、新発田そして諏訪峠を越えて越後街道を通り会津に達している。
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松蔭は本誌（その3）で述べたように、焼け山の宿で一泊してから諏訪峠を越えた。津

川までイザベラ・バードと同じ道をたどっている。しかし、バードは夏に阿賀野川を船で

下って新潟へ出たが、松蔭は真冬に歩いてこの峠を越えたのである。

　週間朝日06・3・24日号司馬遼太郎「松蔭のこころ」に次のような事が書かれていた。

　『会津から新潟に抜ける道では諏訪峠が一番難所でした。会津藩士も無理だと止めたぐら

いです。夏ならハイキングコース程度の峠ですが冬に越える人は今でもいない、2入とも

遭難してもなんの不思議もありませんでした」（会津若松市在住滝沢洋之さん談）

　詩碑にはこの時詠んだものが刻まれている。漢詩はよくは判らないが、概ね次のように

解釈した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おそ　「私は雪の積もる北越に来たが、今まで通って来た八田や福島く福取）の峰は彊れるに足

りない。しかし、諏訪の峰は腰が折れるのではないかと思うほどである。時に強風が吹き、

時に雲間を突き破って日の光が射し込み、やっと辛苦して高所を極めた。越後の山々は天

に連なるかと思うほど白雪に覆われている。その雪の深さは幾丈あるか測りしれな

い。・…　　」

　松蔭は松蔭吉田寅次郎といい天保元年（1830）i萩（山ロ県）に生まれた。8歳で長弼の

藩校「明倫館」の教授見習いになった。御前講義をしたのが9歳という。後に「松下村塾」

を創り門下生に伊藤博文、高杉晋作、山縣有朋など後の時代を担う人物を輩出した。安政

6年（1859）「安政の大獄」8）に連座して刑死した。29歳の命であった。

　峠の峰でしばし松蔭に思いをはせた。我々も「辛苦乃極最高庭」しなければならな

　いのに車で登ってしまった。あとでバチが当たるかも知れない。

5）諏訪峠を下る。

　車を峠に置いて街道を行地宿に向かって下りることにした。1／2§ぷ0奪の地形麹寝諏誌

峠の街道は描かれていない。鳥田隊員がルートを地図（図一4）に書き込んでくれること

になった。頂部の西側に会津街道の標注（写真一6）があり、ここを下りるので毒る呑毒

一間あるかないかの狭い道だが、勾配は登りほどきつくない。小さな蜂を越えると惹登毒

道があった。標高520mから4901n付近を登り降りしながら歩く。風があうて蟄遥で毒る妻

標高がこれより下がると雑木林や杉林に入る。するとプヨが顔をめ毒毒てしうこミ≒∋きま

とうようになった。タオルや木の枝葉でブヨを追い払う。

　15分程歩くとブナの大木が2本あった（写真一8）もここの議襲薮｝二まれ｛羨璽素鐙琴

　（1635）参勤交代が法制化され、当時の新発田藩や村上藩の藩主がこの轟を巽量も妻穆『で

　「殿様街道の大ブナ」と命名した。樹齢は3◎0年、幹周3誌と41嚢斑、奮憲ま書熟ぞ義蓼斑≧

　ある。文化11年（1814）に十曇舎一九が、嘉永5皐（18§量）｛二書量蟄警妻ミ毒董を轟亨

たとも記されているQ
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纒蕊・「e中・茶馴．・i　　（左から鈴木、鴬田、栢森願）

i離継講i’1。覆。匡。，1

翻

　図一5　諏訪峠から行地への道（点線）
　　　　　（1／25、000×70％）

越後髄が会鞠・よ蹴・れ…ま・ξ
今から359年前の慶安2年（1649）頃である。　　　写真一8　殿様街道の「元禄ブナ」

参勤交代の制定は1635年、樹齢が300年であ　　　　　　　　（三川村）

ればこのブナは元禄時代（1688～1703）に芽生えたことになり、参勤交代が法制化してか

ら50年ほど後の勘定になる。樹齢をどのように調べるのか判らないが、細かいことを抜き

にすれば、街道の整備も参勤交代もブナの木も誕生は同じ頃ということになる。我々はこ

のブナの木を「元禄ブナ」と名付けることにした。このブナの木の手前に雪の圧力？で谷

側に傾いた木製ペンチが2つある。ここに座ると北東に飯豊山系が一望できる。地すべり

もなく地形は安定しているようである。一服してから細い道を下った。
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　雨水や雪解け水でV字型に穿たれた道を20分程行くと「中の茶屋跡」にでる。ここにも

説明版があった。「中部北陸自然歩道　中の茶屋」（環境庁・新潟県）とある。津川町と三

川村を結ぶこの諏訪峠は自然歩道になっている。後日訪れる人のため参考までに説明版の

文言を記しておく。

　『諏訪峠の7合目にあたるこの場所はふもとの人が「中の茶屋」を開き商売を行っていた

と言われています。「中の茶屋」は諏訪峠頂上の「峰の茶屋」と違い、冬になると里へ降り

年中商売をしていなかったと言われています。

　平成8年に新潟県と三川村で実施した「殿様街道」の調査では、残念なことに「中の茶

屋」の形跡等は発見されませんでした。しかし、このことからも、茶屋では、ふもとで作っ

た団子や簡単なものを販売し、ちょっと一服する簡易な施設であったことが考えられま

す。』と記されている。

　　　写真一9　雨裂の道を下る　　　　　　　写真一10　中の茶屋跡（右）

　簡易な施設とはどのようなものか明かではないが竹や木で作った…　　よしず張りのよ

うなものであったと想像される。束松峠の茶屋跡には粗末だが石の基礎が残っていた。こ

の茶屋跡には痕跡となるものは残されていない。現在は杉林になっているが、街道の脇に

人為的に整地をしたと見られるそれらしきスペースがあった（写真一10）。

　嘉永4年（1851）越後高田藩士が新発田から諏訪峠を越える時の道中日記ωがある。

　「行地　廿七丁　人馬継、是より諏訪峠に掛かる、余も歩行、壱里上りて茶屋有、愛二て

休足す、笹餅などありて給ぬ、下り壱里余山を下りて五七丁はあがの川なり、」

　中の茶屋跡を後にして行地宿に向かって歩く。道は徐々に勾配が緩くなり歩きやすくな

る。おおよそ17～8分で諏訪峠第2の一里塚が現れる（写真一11）。

　関ヶ原の合戦（1600）以降、東海道を始め、全国各地の主だった街道の整備が進められ

た。先に述べたが、会津街道（越後街道）は慶安2年（1649）頃会津藩により整備された。

当時は、阿賀野川の水運とともに塩、物資や日本海沿岸の文化等を会津へ導入した重要な

街道であった。
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　　　　　　　　　　　　　　　；，・パ1！1㌻篶協へ｝’・，・・i

　　　．．　　　．　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　主淘　　　轟　．　　　　　　　　　．じ

　　　　写真一11諏訪峠一里塚（行地）中央が街道

　一里塚の説明版には『徳川家康は、慶長9年

（1604）各地の街道の両側に、旅人の安息と便利

を与えるために一里塚を築造させました。会津

藩でも幕府から一里塚を造るように命を受け、

寛文7年（1667）会津街道に一里ごとに塚を造

らせ「えのき」を植えさせました』とある。本

蕾竃欝瓢：慧㌶耀r責一12簡易水道・水場
が「榎木」になったのは一緒だが、塚の築造主は歴史学者の間でも「織田だ、いや徳川だ」

とまとまりがない。我々は素直に立て看板に従うことにした。

　現在、東蒲原郡内にある一里塚は、福取・柳新田・行地、それと一里石のある栄山を含

めて4ヶ所である。我々は西会津の束松峠にある一里塚を含めてのこれらの貴重な史跡を

全て見ることができた。しかし、「えのき」が立つ塚には未だお目にかかれていない。

　一里塚を過ぎて15分ほど行くと周囲が開け、正面に一本のコブシの木と草に覆われた棚

田（休耕地）が現れる。集落が近いことがわかる。先ほどから左手で水音がする。街道を

それて休耕地から脇に入ると簡易な貯留槽があった。集落の水源と思われるが山からパイ

プで水を引いてコンクリートの円筒に貯めている。水量が多く苔むした槽から溢れていた。

こぼれ出る水で顔の汗をぬぐい、喉を潤した。山の水は冷たく気分爽快である。最近は山

歩きをしても水筒は持たない。茶などが入ったペットボトルである。これをリュックのサ

イドネットに刺して歩くと枝などに引っかかって落とすことがある。暑い時の山歩きは水

分を採らないと体が参ってしまう。水無しではメンバーに迷惑がかかる。山歩きのルート

でどこに水場が在るかあらかじめ分かれば助かる。念のため図一5に水場を示した。

　ここから行地の集落はすぐである。道は幅2～3mの砂利道になり農耕車が走れる程度

に広がった。やがて集落の屋根が見えた。行地に到着である。
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『

し　ケ　　　　　　　　　　　ニマぷムヨニ　　コ　　ド　　

写真一13『行地側の街道登り口　　　　　　　　　　　写真一14行地宿

行地は諏訪峠越えの要衝であったが、現在は宿場の面影を残すものの戸数20前後と静か

な過疎の集落となった。集落の中程に越後街道の道標や説明版があった。

行地から先は舗装された山道になる。道の両側は杉林である。行地集落には前もって車

を止めて置いたので時間節約のため車でつな綱き木宿に向かうことにした。

　山道を5分ほど走るとあらや新谷川に出る。新谷川の左岸は県道新発田一津川線が通る。

　　　　　　　『一一『一　　　　　　　新谷川を遡って新発田方向にしばらく行くと新谷

　　　　　　　　　　　　　　　　　川の右岸に綱木川が合流する。この先に新谷の集

　　　　　　　　　　　　　　　　　落がある。新谷の橋を渡って対岸に出ると、今度

　　　　　　　　　　　　　　　　　は綱木川の左岸沿いに県道があり、3kmほど行

　　　　　1　　　　　　㌣・．　くと綱木集落に入る。綱木は綱木川に沿って下流

　　　　　　　　　　　　　　　L　から順に下絹木、綱木、上綱木の3集落に分かれ

　　　　　　　　　　’　・　　パ，　ている。行地から行くと初めに下網木に入る。入

．難字職・毒才二・・言・て・下綱木集落・頑丈・護岸が施・れ・

遠」託　　ご　　　撒　　　　　　　　　綱木川の両岸に立ち並んでいる。左岸側の県道が

　　　巳“∵　　き　　　　　　　　　旧会津街道（越後街道）である。下綱木の集落に

　　　　　　　　　　　　　　　　　家は下綱木の区長さんのお宅であった。当日は先

を急いだのでそのまま新発田に向かったが、後日区長さんをお訪ねして石柱の謂われを伺

うことが出来た。それによれば、「昭和48年8月に起こった集中豪雨（8・18水害）で、下

綱木をはじめとして綱木川沿いの家々は濁流に流されたり土石流で破壊されたりした。こ

この若い人たちは新潟や新発田に勤め先があり、災害後下綱木に帰ったが、家が無くなっ

ており何処が自分の家か判らない始末だった。そこで、綱木集落では部落集会を開き討論

した結果、再びこのような災害が起こり、自分たちが犠牲になれば子供達は何処が自分の
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家か判らなくなるであろう。それでは子供達がかわいそうである。せめて自分達が育った

場所が判るように屋号を刻んだ石柱を家の角に建てて濁流で家が流されても場所が判るよ

うにしょうと決議し、石柱を建てた』というようなことを話された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上流の綱木集落は右岸が水田で、戸数が少なく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　綱木川が氾濫しても水田が遊水池の役目を果す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　このため床下浸水かせいぜい床上浸水で済む場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　もある。下綱木は谷間の集落である。このため川
．．哺甲　　　　　　　　　　　　が増水すると激流になり河岸の家は流失するであ

，莞’：『C”　　　　　　　　　　　　ろう。地形から見て、綱木よりも下流の下綱木の

　　　　　名　　　　　これ耐して下流の下綱糠落のそれ｝ま堅固に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　数は聞き忘れたが、その建造費用は当時の金で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，000万円を要したという。ついでと言っては失礼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　だが、旧街道の石柱まで立てられている。

　　　　　　　’　　　　　　　　　　上流の綱木集落の中程、綱木川左岸に綱木小中

　　写真一16旧会津街道の石柱　　　　学校の統合校舎がある。近年子供が少なく廃校の　　’

張り紙があった。その正面、県道を挟んだ川側に羽越災害の石碑が建っている。石碑の裏

に次のような文言が刻まれている。

　『和48年8月28日夜半来の集中豪雨は翌29日未

明400ミリを超える雨量となり綱木川は山腹崩壊

による土石流が鉄砲水となって部落を襲った。山

崩れによる倒壊家屋3戸、全壊流出7戸、半壊11

戸、床上浸水42戸を数え、耕地のほとんどは冠水

し、流出、埋没30町歩に達し、道路の決壊、橋梁

の流出により交通通信は全く途絶える大災害と

なった。村を上げて復旧に当たること4力年余り

の歳月を費やし、道路、河川、農地、農業施設の

羽越水害は昭和48年（1967）8月28日～29日に

部から山形県南部にかけて集中豪雨をもたらした。　　写真一16旧会津街道の石柱

新潟県の胎内川、関川、荒川、加治川、安田町の
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　　ツ　ベ　タ
　　都辺田川そして山形県の最上川などで大小河川が氾濫するとともに、土石流が発生。関川

　　村、三川村、黒川村、中条町、神林村などで死者42名、不明88名、家屋の全壊、半壊、流

　　失は計793戸（8月31日の新聞発表）。総雨量の最大値は胎内川上流地域で748mm、村上土

　　木事務所の観測で24時間雨量344．5mm、同じく新発田土木269．3mm、新津土木280，5mm

　　である。いずれも前年の7．17水害の雨量の2倍を上回った。

害鷲驚霊1欝≧㌶；竃．三’1べ◎二
：皐蕊麟蕊竺灘三蓮：ド

　　大臣は『29日の閣議段階で死者7人、不明1人と　．　．，，∵一　，・1　　㊦£㍗　　，

　　いうことで対策本部を設置しなかった。』と発言。11　’ざ・’㌧’　　1「．　　’．’　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　こ　・一・『　胡　　　・”　…

　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　’　　・　，　一　　、・、㌧？・　　1二1

巖二㍍㌶欝ご㌶：≡iiきぐ讃竺1『，二

・：罐：㌶懸曙難；驚；：；ま．・蕪ニペ…『1一
　　鶴状況を顧してからでは遅い．醒や降組二・ごソニでバ∵ご・
・・判断・早・・必要があ・．先・…ネシア／∵二／．・’li＼∴，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
　　ジャワ島の嬢でも・初めにアメリカ雌縫所．二∴、ごli・二．i二．。．，∴

　　が震源と震度と被害を発表した。その時・被害は　”　図一6．綱禾集落・i：る，000

　　死亡者4人程度と報じていた。ラジオをきいてい　　　　　　（東赤谷（50％）

写真一18下綱木集落と綱木川
（下流より、右の県道が旧街道）

たのだが火山地帯の地震である。被害はかなり大

新潟県は昭和年代、39年，．16綱地震、41年，．17写真一1 演ｺ膿㌃綱木川

水害、42年8．28羽越水害と自然災害が続いた。羽越
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災害から来年で40年になる。

　図一7は綱木から丑ケ窪までの絵図である。

　綱木を出ると綱木川にかかる幾つもの橋を渡る。現在は綱木川の左岸を県道がとおる。

一里塚があり峠に（ふな峠此の間人家無し）とある。今「ふな峠」は地図にない。赤谷宿

では（奥州会津入り口之御番所あり　入り切手とるべし　女切手改）とある。赤谷（現上

赤谷）の新発田寄りに　さかい川　がありここに会津領と新発田領の境がある。中央に越

後蒲原郡、両脇に（東会津領分・西・・芝田領分）と記されている。この界は現在北蒲原
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かどいしはら
郡と新発田市の境界である。赤谷から3km程で中山（現中々山）にでる。ここに角石原

古戦場跡という石碑があった。

図一7　街道絵図（綱木～丑ヶ久保）

　この石碑の位置は現中々山集落の県道脇

で小さな健道の手前にある。ここは右手

（東）に加治川があり県道との間にはかつて

JR赤谷線があった。現在は廃線となり自転

車道が敷かれている。角石原の古戦場は慶

応4年（1868）の新政府軍（薩i摩・長州連

合）と会津軍（奥羽越列藩同盟）による北

越戊辰戦争g｝の跡である。この戦争では新

発田藩は早々と列藩同盟を離脱した。この　L．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真一20　角石原古戦場跡の碑
ため政府軍は新発田領内の太夫浜に上陸し

てこの街道を会津へ向けて進軍する。郡境で両軍は激戦となったが、多勢に無勢、同盟軍

は中山と赤谷の民家を焼いて敗退した。長岡藩を初めとする列藩同盟軍にとっては新発田

藩の戦線離脱は裏切り行為に思えたであろう。この後新政府軍は越後街道を進み会津に達

したのでる。

　聞くところによれば、飯盛山で薩長軍は自決した17歳前後の少年兵（白虎隊）の股間を

切り取って行ったという。面白半分で行った行為かも知れないが後世に怨恨を残すことに
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なった。歴史は所により時代によって評価が変わる。明治になって軍事力が増強され日清

戦争、日露戦争、さらに太平洋戦争へと突き進んだ。その原点が「戊辰の役」に有ったと

思えてならない。

　加治川に沿って街道は平野に出る。あと12～3kmで新発田市街に入る。新発田市には

会津の若松城と同じように新発田城がある。しかし、残念ながら会津にある歴史資料館の

ような施設はない。

　我々の「越後街道探索」もここで終わることにした。2003年5月から始めて今年で足かけ

4年になる。暇を見つけてすこしずつ探索を繰り返した。なにか得るものが有ったかと聞

かれれば返答に困るが、街道には歴史が詰まっている。自分たちの住んでいる周辺にもま

だ知らないことが沢山有ることを知った。

熱　　曇懇巡灘蕊　　・三
麟・　　　　・　丁ま
・㌦ノ冬へ劇　蓉

§

　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

　　　図一8　街道絵図（天王原～五十公野）以降は米沢街道

　探索で一つ困ったのは地図の地名と現地の地名が異なる所があることである。「平成の合

併」以降、地名がどんどん失われ改変されている。例えば「谷地・栗原・芦原」などの地

名は渓流沿いの開墾地の意味があり、元の地形を表している。水害と闘い、そこで生活し

た人々の労苦があった。それが江南とか中央とか覚え易さはあっても意味を持たない、色

が良くても味のないトマトのような無味な地名に変わった。地名を大衆に迎合して安易に

改変するのではなく、歴史を踏まえて吟味し、後生のためにも謂われのある地名は地図に

残さなければならない。「越後街道探索」では、ささやかな抵抗の意味を込めて旧地名のま

ま表記させていただいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（おわり）
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注釈
1）三島蹴：天保6年（1835）薩麟士三島通純の長男として生まれる・明治7年

　　　（1874）酒田県令となる。明治15年（1882）福島県令となる。会津三方道路の建設を

　　　強行する。これが元で多くの対立（自由民権運動）や事件（福島事件、喜多方事件、

　　　加波山事件）を生む。明治16年（1883）栃木県令（福島県令兼任）となる。明治17

　　　年（1884）内務省土木局長。明治18年（1885）警視総監となる。後ろ盾として伊藤

　　　博文がいた。明治21年（1888）54歳で没。

　2）会津六郡：南会津、北会津、大沼、河沼、耶麻、東蒲原の6郡を指す。

　3）河野広中：嘉永2年（1841）陸奥国三春藩士河野広可の三男として生まれる。自由

　　　民権運動の代表的指導者で、戊辰戦争で新政府軍に協力し板垣退助を知る。明治7

　　　年（1874）～明治11年（1788）石川に住み区長を勤める。石川区長から県六等属と

　　　なる。明治15年（1792）福島県会議長。この時会津三方道路工事に反対。県令三島

　　　通庸と衝突し「福島事件」となり、軽禁獄7年の刑を受けた。恩赦で出獄、第1回

　　　衆議員選挙に当選してから連続14回当選。創立以来自由党幹部として活躍し、第19

　　　議会には衆議院議長、大正3年大隈内閣の農商務大臣となり、後に憲政会の幹部と

　　　して活躍、衆議院議員在職中に死去した。

　4）自由民権運動：今から約120年前、明治新政府によって権利行使が極端に制限された

　　　時代に、憲法を立て国会を開いて民衆の政治参加の権利などを保障することを望ん

　　　だ全国的な政治・思想運動。諸階層（不平士族、開明派士族層、弁護士・ジャーナ

　　　リスト・教員などの知識人、豪農商層など）がそれぞれの要求を提示・結合させな

　　　がら発展させた。経済・社会・文化運動的な性格も持ち、長期にわたって広範囲な

　　　運動になった。

　5）福島事件：（明治15年11月28日～12月1日）河野広中を中心とする福島自由党員と藩

　　　閥政府直系の県令三島通庸が正面から衝突，自由党員と農民が大弾圧を受けた事件。

　　　三島道庸は、自由党を弾圧すると共に、不況下の農民に労役を課して三方道路を建

　　　設しようとした。工事中止の訴訟は却下され，指導・支援者の投獄・暴行も露呈し

　　　た。激昂した農民千数百名は逮捕者の釈放を求めて蜂起、警官隊と衝突した。河野

　　　広中らは政府転覆の陰謀があったとして、連座入獄させられた。これが加波山事件

　　　・を誘発したと言われている。

　6）喜多方事件：（福島事件に共通）福島県令三島通庸の民意を無視した三方道路の工事

　　　に反対して、耶麻郡の農民千人余が「弾正ヶ原」に集結して、喜多方警察署に押し

　　　掛け衝突した。その首謀者として自由民権活動家の徹底的な取締りを行ない河野広

　　　中らを捕らえて刑に処した。

　7）本尊岩：津川と揚川の中間、阿賀野川右岸の岸壁に吃立する岩塊、その形が仏に似

　　　ていることから本尊岩と呼ばれた。その景観は阿賀野川と対になり美しく尊厳が

　　　あって通行する人々を慰めた。しかし時に落石があり、この岩の下をJR磐越西線と
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　国道49号が通るためその都度JRや国道が通行止めとなった。北海道のトンネル落盤

　事故を契機に平成8年に調査点検が行われて取り除かれることになり、現在その姿

　はない。

8）安政の大獄：安政5年（1858）、井伊直弼が尊撰派に対しておこなった弾圧事件。京

　都では大勢の逮捕者が出た。

　井伊直弼は文化12年（1815）～万延1年（1860）江戸末期の近江彦根藩主。大老。

　直中の14男として生まれる。兄の死により嘉永3年（1850）36歳で家督を継ぎ、藩

　政改革につとめる。安政5年大老となり勅許を待たず安政の5か国条約に調印。13代

　将軍徳川家定の後継者を紀州の徳川慶福（のちの家茂）とし慶喜を推し、直弼の外

　交政策に反対する一橋派を安政の大獄で処罰。万延1年江戸城桜田門外で水戸・薩

　　摩の浪士に暗殺された。

9）北越戊辰戦争：慶塵4年（1868）5月2日小千谷の慈願寺で新政府軍の東山道軍監

　　岩村清一郎と長岡藩軍事総監河合継之助が会談、河合継之助は新政府軍に反意の無

　　いことを説明するが岩村は受け入れず会談は決裂した。このため長岡藩は徹底抗戦

　　を決意し、かねてから会津・米沢から強く参加を要請されていた奥羽越列藩同盟に

　　参加し、5月6日には村上・村松・四日市・黒川各藩が同盟に加わった。5月16日

　　には新発田藩もこれに加わり、新政府軍と奥羽越列藩同盟軍は長岡を初めとして各

　　地で激戦となった。しかし、新発田藩は列藩同盟を離脱、政府軍は新発田藩の協力

　　を得て新発田藩領の太夫浜に上陸し新潟町、中越方面、長岡など次々と新政府軍の

　　手に落ちた。8月11日最後に村上藩が降伏、9月22日会津藩は降伏して約3ヶ月に

　　わたる北越戊辰戦争は終了した。
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